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第
十
二
回
理
事
会

二
月
十
四
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
会
議
室

■
協
議
事
項

協
議
一

広
酪
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
に
伴
う
新

事
業
所
の
名
称
・
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
倉
庫
転
用
並
び
に
関
連
諸
規
程

等
の
整
備

一　

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
名
称

　
「
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」を
「
み
わ
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
」に
統
合
整
備
す
る
観
点
か
ら
、

統
合
整
備
後
の
名
称
を
「
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
」に
決
定
し
た
。
そ
の
他
、
現
状
の
「
み

わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」の
名
称
に
は
地
名
を

含
ん
で
お
り
、
既
に
愛
着
が
あ
っ
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
こ
の
変
更
に
伴
う
事

務
処
理
負
担
や
看
板
設
置
等
に
伴
う
経
費
抑

制
を
考
慮
に
入
れ
た
。

二　

庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
転
用

　

庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
の
飼
料
製
造
が

終
了
し
た
以
後
は
、
製
造
飼
料
製
品
や
飼
料

イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
更

に
は
飼
料
イ
ネ
収
穫
機
械
の
基
地
な
ど
の
保

管
施
設（
倉
庫
）と
し
て
活
用
し
、
職
員
配
置

は
常
駐
と
は
せ
ず
、
本
所
事
業
推
進
課
の
管

轄
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
を
決
定
。
庄
原
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
は
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
へ
の
円
滑
な
移
行
を
考
慮
し
て
五
月
下

旬
迄
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
倉
庫
転
用
に
係
る

賃
貸
人
と
の
協
議
等
を
進
め
る
。

三　

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

①
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
製
造
及
び
製

造
製
品
の
配
送
業
務
委
託
契
約
と
委
託
額
、

②
飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
収
穫
・
運
搬
業
務

委
託
契
約
と
委
託
額
等
の
検
討
を
含
め
て
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
た
。

四　

諸
規
程
等
の
整
備
変
更

　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
整
備
後
の
「
人
員

配
置
」や
「
運
営
体
制
」等
を
踏
ま
え
る
中
で

関
連
す
る
諸
規
程
類
の
整
備
変
更
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

※
併
せ
て
前
二
～
四
に
関
す
る
案
件
は
必

要
に
応
じ
て
、
生
産
委
員
会
及
び
総
務
委

員
会
に
諮
問
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
二

新
た
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴

う
竣
工
式
挙
行

　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
整
備
事
業
の
完
成

と
稼
働
に
合
わ
せ
て
、
来
る
三
月
二
十
八
日

（
金
）に
竣
工
式
の
挙
行
を
決
定
し
た
。
参
集

範
囲
は
関
係
行
政（
県
）、
上
部
組
織（
全
酪

連
）、
広
酪
役
員
、
関
係
職
員
の
他
、
工
事

関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
を
予
定
。

協
議
三

子
会
社
・
山
陽
乳
業
㈱
の
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
再
発
防
止
策

の
提
案
と
行
政
庁
へ
の
報
告

　

十
二
月
二
十
六
日
開
催
の
第
十
一
回
理
事

会
に
お
い
て
、
同
社
か
ら
の
経
過
顛
末
の
報

告
と
再
発
防
止
の
提
案
を
受
け
て
審
議
し
、

そ
の
翌
日
の
二
十
七
日
に
同
社
に
対
し
て
、

そ
の
審
議
で
の
意
見
や
指
摘
事
項
を
速
や
か

に
伝
え
た
。

　

同
社
で
は
一
月
二
十
一
日
開
催
の
「
子
会

社
経
営
検
討
会
」で
、
こ
れ
ら
の
精
査
内
容

を
踏
ま
え
た
報
告
書
と
今
後
の
再
発
防
止
案

■
生
乳
出
荷
組
合
員
と
共
に

　
　
　
　
　
　
「
乳
価
交
渉
」に
挑
む

■
三
月
二
十
八
日

　

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
開
催
決
定

　
理
事
十
二
名
、
監
事
四
名
全
員
の
出
席
の
も
と
、
次
の
協
議
事
項

十
項
目
を
審
議
決
定
し
た
。
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が
再
度
提
示
さ
れ
、
こ
の
内
容
を
も
っ
て
審

議
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
取
組
に
注
視
し
つ
つ

子
会
社
管
理
に
あ
た
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
過
顛
末
を
監
督
官
庁
で

あ
る
広
島
県
知
事（
農
林
水
産
局
団
体
検
査

課
）、
並
び
に
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
に
対
し
て

書
面
を
も
っ
て
報
告
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

協
議
四

役
員
賠
償
責
任
保
険
制
度
へ
の
加
入

　

役
員
賠
償
責
任
保
険
制
度
の
継
続
加

入
を
決
定
し
た
。
加
入
先
は
「
あ
い
お
い

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
」。
加

入
期
間
は
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日

か
ら
一
年
間
。
保
険
掛
金
八
十
三
万
円
、

支
払
限
度
額
一
億
円（
免
責
一
名
に
つ
き

十
万
円
）。
掛
金
支
払
日
は
平
成
二
十
六

年
三
月
二
十
六
日（
水
）。
掛
金
負
担
は
掛

金
額
の
一
割
相
当
額
を
役
員
十
六
名
で
負

担（
八
万
三
千
八
円
）
残
る
九
割
相
当
額

（
七
十
四
万
六
千
九
百
九
十
二
円
）を
雑
費
で

組
合
負
担
。
役
員
負
担
額
は
役
員
一
人
あ

た
り
の
負
担
額
五
千
百
八
十
八
円（
昨
年
同

額
）。
徴
収
方
法
は
平
成
二
十
六
年
三
月
分

支
給（
支
給
日
三
月
二
〇
日
）の
役
員
報
酬
額

か
ら
相
殺
控
除
。

協
議
五

乳
価
交
渉
に
備
え
る
た
め
の

酪
農
経
営
実
態
デ
ー
タ
の
把
握

　

近
年
の
乳
価
交
渉
に
お
い
て
は
、
東
北
か

ら
九
州
に
か
け
て
、
何
れ
の
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
共
に
、
農
林
水
産
省
が
標
本
調
査
と

し
て
実
施
し
た
「
生
乳
生
産
費
調
査
」等
を

基
に
乳
価
交
渉
の
根
拠
資
料
と
し
て
い
る
実

態
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
広
酪
で
は
中
国
生
乳
販

連
に
対
し
て
、
中
国
五
県
の
酪
農
家
の
実
態

数
字
の
把
握
を
行
い
、
こ
の
下
で
乳
価
交
渉

単
価
を
設
定
す
べ
き
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
実
態
把
握
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
①
中
国
生
乳
販
連
傘
下
会
員
団
体
が

個
別
に
酪
農
家
に
対
し
て
経
営
収
支
把
握
の

た
め
の
調
査
に
あ
た
る
よ
う
求
め
、
こ
の
調

査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
根
拠
に
し
た
乳
価

交
渉
単
価
の
設
定
、
②
将
来
的
に
は
全
酪
連

の
進
め
る
酪
農
家
経
営
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
、
こ
れ
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
っ
て
乳
価
交
渉
の
根
拠

資
料
と
す
る
。
尚
且
つ
国
へ
の
政
策
提
言
に

も
効
果
的
と
考
え
、
平
成
二
十
六
年
度
の
乳

価
交
渉
に
向
け
て
は
、
広
酪
で
は
独
自
取
組

と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
分
の
青
色
申
告
数

値
か
ら
経
営
収
支
を
把
握
す
る
手
法
を
も
っ

て
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に

は
組
合
員
の
乳
価
交
渉
へ
の
参
画
意
識
の
高

揚
を
掲
げ
、
生
乳
出
荷
組
合
員
全
員
か
ら
の

回
収
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

■
調
査
手
法

　

①
『
平
成
二
十
五
年
分
農
業
経
営（
酪
農

経
営
）収
支
概
況
調
査
書
』の
無
記
名
式
調
査

を
行
な
う
。
②
調
査
は
平
成
二
十
六
年
三
月

十
七
日
提
出
締
切
日
の
申
告
分
か
ら
の
転
記

方
式
と
す
る
。
但
し
、
法
人
経
営
等
で
決
算

月
が
異
な
る
場
合
は
、
直
近
の
申
告
分
か
ら

転
記
を
求
め
る
。
③
調
査
書
の
提
出
締
切
日

は
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

④
調
査
結
果
を
経
営
規
模
別
等
に
集
計
し
、

中
国
生
乳
販
連
に
経
営
実
態
と
し
て
報
告
し

乳
価
取
引
交
渉
の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
旨
を

提
言
す
る
。

協
議
六

飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の

刈
り
取
り
機
械
の
取
得
整
備

協
議
七

平
成
二
十
六
年
度
乳
価
構
成

協
議
八

平
成
二
十
六
年
度

衛
生
的
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
と
使
途

協
議
九

平
成
二
十
六
年
度
酪
農
振
興
資
金
の
使
途

協
議
十

３
Ｍ
事
業
の
今
後
の
事
業
取
組
と

生
産
基
盤
維
持
対
策

　

前
協
議
六
か
ら
十
ま
で
の
五
項
目
は
平
成

二
十
六
年
二
月
十
八
日
開
催
予
定
の
第
四
回

生
産
委
員
会
へ
の
諮
問
を
決
定
し
た
。

■
報
告
事
項

①
飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）確
保
の
進
捗
状
況

②
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
整
備
に
か
か
る
進

捗
状
況

③
子
会
社
・
山
陽
乳
業（
株
）の
経
営
状
況

④
平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
進
捗
状
況

⑤
３
Ｍ
事
業
25
の
進
捗
状
況

⑥
平
成
二
十
五
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
状
況

⑦
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
に
よ
る
指
導
体
制

⑧
第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
の
進
捗
状
況

⑨
役
員
か
ら
の
第
七
次
中
期
三
か
年
計
画
の

策
定
骨
子

⑩
牛
群
検
定
事
業
と
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の

利
用
料
金
の
検
討
状
況

⑪
Ｊ
Ａ
役
員
手
帳
の
配
布
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広
酪
は
役
職
員
全
員
を
対
象
と
し

た
役
職
員
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、

五
十
六
名
が
参
加
し
た
。
冒
頭
、
西

部
事
業
所
の
加
藤
祐
一
技
師
の
経
営

理
念
唱
和
に
続
き
、
参
加
者
全
員
で

唱
和
し
、
鈴
木
道
弘
専
務
に
よ
る
講

義
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て
自
ら
が
考
え
る
二

本
立
て
の
研
修
内
容
か
ら
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努

め
た
。

■
鈴
木
専
務

「
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い

組
織
作
り
を
目
指
す
」

一
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
法
令（
企
業

倫
理
）を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
活

動
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
違
反
の
場
合
、
違
反
者
の
民
事
・
刑

事
上
の
責
任
や
監
督
義
務
違
反
に
基
づ
く
役

員
の
損
害
賠
償
責
任
だ
け
で
は
な
く
、
企
業

の
信
用
失
墜
に
よ
る
経
済
的
損
害
や
企
業
の

活
力
低
下
な
ど
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
。
特
に
農
協
等
は
法
律
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
が
故
、
不
祥
事
を

起
こ
し
た
場
合
は
そ
の
追
及
は
よ
り
一
層
厳

し
い
も
の
と
な
る
。

二
　
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い

「
組
織
作
り
」と
は

　
「
短
期
的
な
利
益
優
先
が
絶
対
」と
の
考
え

方
や
「
バ
レ
な
け
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
」と

い
っ
た
隠
蔽
体
質
、
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に

内
輪
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
体
制
は
、
不
祥

事
を
引
き
起
こ
す
「
土
壌
」と
な
る
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
不
祥
事
の
七
割
が
横
領
。
中
に

は
横
領
額
が
一
千
万
円
を
超
え
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
不
祥
事
が
起
き

る
原
因
も
、
前
述
の
考
え
方
・
体
制
等
が
引

き
金
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
祥
事
に
対
し
て
は
、
職
員

へ
向
け
た
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
」や

「
違
反
が
起
き
た
際
の
報
告
体
制
の
整
備
」、

コ
ン
プ
ラ
は
「
経
営
の
最
重
要
課
題
」

役
職
員
合
同
研
修
会
開
催

（経営理念を唱和する役職員）

二
月
十
四
日訓辞を述べる岩竹組合長

　「広酪はコンプライアンスの実践

を経営の最重要課題」と位置付けて

いることから、役職員は、常に頭に

入れて行動してほしい。万一、不祥

事が発生した場合、原因や責任を追

及することも大事であるが、これを

どれだけ重く受け止め、再発防止に

努めることが更に重要である。コン

プライアンスを念頭においた組合運

営にあたって下さい。
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○
今
月
の
表
紙

▼
今
年
も
、
啓
蟄
が
過
ぎ
、
春
爛
漫
の
季

節
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
梅
、
桜
の
開
花
、
山
野
草
は
芽
を
吹

き
出
し
、
彩
り
は
目
を
和
ま
せ
、
山

間
に
は
ウ
グ
イ
ス
な
ど
小
鳥
の
さ
え

ず
り
が
心
地
よ
く
響
き
渡
り
ま
す
。

▼
本
誌
発
刊
は
、
毎
月
二
十
五
日
と
し

て
い
ま
す
が
、
中
山
間
地
域
で
は
梅

花
満
開
が
や
や
遅
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

▼
今
回
、
表
紙
写
真
は
、
昨
年
撮
影
し

た
梅
の
花
を
添
え
て
み
ま
し
た
。

▼
こ
の
花
、
満
開
期
を
既
に
過
ぎ
、
終

演
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
来
年
に
向
け
た
準
備
を
始
め

て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
生
命
の

力
強
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。
如
何
で

し
ょ
う
か
。

▼
梅
花
は
さ
て
お
き
、
梅
か
ら
連
想
さ

れ
る
食
は
、
梅
干
し
、
梅
酒
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

▼
梅
干
し
を
想
像
す
る
と
、
脳
裏
に
信

号
が
は
し
り
、
条
件
反
射
に
よ
り
唾

液
が
分
泌
さ
れ
、
酸
っ
ぱ
い
と
感
じ

ま
す
。

▼
梅
干
し
は
、
高
血
圧
の
症
状
に
も

効
果
が
あ
り
、
体
内
機
能
を
整
え
血

圧
安
定
や
抗
菌
効
果
が
あ
る
そ
う
で

す
。

▼
さ
て
さ
て
、
日
本
人
は
、
何
時
頃

か
ら
梅
干
し
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
興
味
を
持
ち
調
べ
る
と
、

平
安
時
代
に
は
村
上
天
皇（
西
暦

九
四
六
年
）
が
梅
干
し
と
昆
布
茶
で

病
を
治
し
た
と
い
う
記
述
が
目
が
と

ま
り
ま
し
た
。
古
の
時
代
か
ら
現
代

に
お
い
て
も
、
脈
々
と
愛
し
続
け
ら

れ
る
食
材
と
認
識
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

▼
梅
田
枇
杷
麦（
う
め
だ
び
わ
む
ぎ
）と

の
諺
が
あ
り
ま
す
。

▼
こ
の
意
味
、
ウ
メ
の
実
の
多
い
年
は

イ
ネ
が
豊
作
で 

ビ
ワ
の
実
の
多
い
年

は
ム
ギ
が
豊
作
を
指
し
た
も
の
で
あ

る
と
か
。

▼
今
年
の
収
穫
量
は
、
梅
、
枇
杷
の

ど
ち
ら
に
軍
配
が
あ
が
る
で
し
ょ
う

か
？

▼
広
酪
で
は
、
新
み
わ
T
M
R
セ
ン

タ
ー
の
操
業
に
併
せ
て
、
T
M
R
飼

料
の
原
料
と
し
て
飼
料
イ
ネ
の
利
用

拡
大
を
集
落
営
農
法
人
等
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

▼
飼
料
イ
ネ
の
収
穫
量
に
も
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

（
撮
影
A
・
N
）

研修だより研修だより
「
個
人
に
権
限
が
集
中
し
な
い
よ
う
な
体
制

作
り
」を
進
め
る
こ
と
が
不
祥
事
を
起
こ
さ

せ
な
い
組
織
作
り
に
結
び
つ
く
と
言
え
る
。

三
　
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
？

　

性
的
な
言
動
に
よ
り
相
手
に
嫌
が
ら
せ

を
す
る
「
セ
ク
ハ
ラ
」、
職
場
内
で
の
立
場
、

熟
練
度
等
を
悪
用
し
て
嫌
が
ら
せ
を
す
る

「
パ
ワ
ハ
ラ
」が
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

自
分
で
は
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
と
は

思
わ
な
く
て
も
、
相
手
が
嫌
が
ら
せ
と
捉
え

る
こ
と
も
あ
る
の
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。「
何

処
か
ら
が
嫌
が

ら
せ
で
あ
る
と

い
う
線
引
き
」

は
難
し
い
が
、

基
本
的
な
心
構

え
と
し
て
受
け

止
め
方
に
は
個
人
差
や
男
女
差
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
ま
と
め

　

不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」と
い
う
常
識
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
信
頼
関
係
を

築
き
、
管
理
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
重
要
。
ま

た
、
不
祥
事
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
二
次
的

被
害
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
重
ね
る
こ
と
で

「
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
組
織
作
り
」に
繋
げ

て
行
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

■
コ
ン
プ
ラ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
考
え
る

　

Ｊ
Ａ
全
中
が
作
成
し
た
実
際
に
起
き
た
不

祥
事
を
題
材
と
し
た
D
V
D
の
中
か
ら
「
当

事
者
の
そ
の
後
」を
視
聴
し
た
。
内
容
は
一

人
の
渉
外
担
当
職
員
が
お
金
に
困
っ
て
金
銭

を
流
用
。
こ
れ
が
バ
レ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

味
を
し
め
て
集
金
現
金
の
着
服
流
用
を
繰
り

返
す
。
集
金
先
へ
の
電
話
確
認
で
不
祥
事

が
発
覚
す
る
が
、
そ
の
時
に
は
相
当
な
額

に
・
・
・
。
そ
れ
か
ら
懲
戒
解
雇
、
一
家
離

散
、
告
訴
、
損
害
賠
償
と
人
生
を
転
が
り
落

ち
る
模
様
を
描
い
た
も
の
。
こ
れ
を
視
聴
し

て
、
自
ら
の
業
務
に
重
ね
あ
わ
せ
、
不
祥
事

は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
役

職
員
個
々
に
再
認
識
し
た
。


